


はじめに ′-歩く楽しさ′ -

乗り物に乗っての移動は快適ですOしかし､E j的地に善くまでの問､気づか

ないで通り過ぎていく事はあまりにも多くあります｡

つぎに､同じコースを歩いたとします｡歩くことで得られる周囲からの情報

は､自動車や自転車に乗った場合より格段に多くなると思います｡

さらに､途中で立ち止まれば--､より多くの事柄に気つくことができるで

しょう｡それは､私たらの目が ｢歩く｣スピードに一番適応しているからなの

です｡

今回この冊子を作ろうと思ったきっかけは､通常､自然豊かな環境で行われ

ているウォークラリー等の ｢歩くプログラム｣ですが､展開方法やルールにひ

と工夫を加えることで､普段私たらが生活している地域でもゲームや遊び心を

もって､楽しく歩く方法を提案できると考えたからです｡多くの人が身近な場

所を楽しみながら歩き､今まで知らなかった事柄に気つき､地域に対していろ

いろな興味を持つきっかけづくりとなることを目指して作成しました.

この冊子によって､ ｢歩くプログラム｣作りの取り組みが多くの地域に広が

り､実践されることを期待しています｡

第 1章では､手軽にプログラムをつくりやすい ｢ウォークラリー｣ ｢フォト

ラリー｣ ｢写真オリエンテーリング｣の 3つのプログラムについて基本的な内

容を説明し､実際にプログラムを作成する際のポイントについて触れています｡

第 2章では､実際にプログラムを作成する際に考えなければならない共通事

項について記載するとともに､作成したプログラム例を紹介しました｡それぞ

れの地域を活かし､工夫を凝らしたものが揃っています｡横浜を歩くプログラ

ムなどは､そのまま社会見学や遠足などの校外活動に使えるのではないでしょ

うか?それぞれの地域で ｢歩くプログラム作り｣をする際にも参考になると忠

います｡

第 3章では､ ｢歩くプログラム｣を実施する際の安全管理上の留意点等につ

いて触れました｡安全管理についての基本的な考え方とプログラムを安全に実

施運営する際の､事前準備～実施中における対応と引率者の心 構えについて記

載しました｡

最後の第 4章では､地域の人々が､地域の子ども･若者を作成段階から巻き

込んで､楽しみながらプログラムづくりに参画することについて提案しました｡

つくられたプログラムが安全に運営され､地域を知り･楽しむ手段として広

く取り入れられることを望んでやみません｡皆さんの地域で楽しい歩くプログ

ラムができましたら､今度は､青少年センター指導者育成課に是非お知らせい

ただきたいと思います｡

本書が､地域の青少年活動に新たな展開を取り入れるきっかっけとしてご活

用いただければ幸いです｡

神奈川県青少年指導者養成協議会専門部会委員一同 
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